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15.パンチ民病症候群症例ゆ検討
河合外科三橋秀夫神原昌言
最近当科に牧容した  8例のパシチ民病に就き種々
の知見を得たので報告ナる。金例女性で 50才代が  7
例でその大部分を占めている。パシナ民の報告によ
ると本病は若年者の男子に多〈見られ oとの統計と
比ナと E反対でああ。全例に門脈圧尤準症の症候を
見る。此の  8例に対して牌腫摘出  5例，門脈下空大
静脈吻合術  1例，碑動脈結禁術  1例，手術不能  1例
あり，碑刻術の 5例中  1例はショック死， 1例は術後
11日に食道静脈樋破裂の為死亡，他の 3例は軽快退
院した。吻合術の  1例は劇的な臨床症状の軽快を見
たが所謂 Eke-Fistula syndrome を術後惹起し
た。結繋術の 1例は軽快退院した。血液wr見は術祭
1ヶ月余で速かに快復ナるが肝機は血液所見程ーでは
たい。本症に於て門紙圧測定を行った数例の結果で
は矢張り術後は正常値には達していないが相当の低
下を見易。静脈痕は本症には可成りの顔度があり，
又危険であるため手術地行時には特に留意せねばな
らぬと信ずる。
16.腸管ポリープによる腸重詰症例
河合弁科ご村手!J夫
私は慢性腸狭穿様庄状を持って現れた， s宇状結
腸部，及び廻盲部の腸管ボリープ症の  2例を最近当
教室に於て経験したので  ζLに報告する。
症例  I.24才男主訴左側腹部疹痛及び血液
を混ずる下痢1， 抵抗感，右側腹部の!I 現症，右目前i
柔軟ヲ移動性に富む鶏卵大の腫癌，下痢艇と同時に  
粘膜り剥!雄片あり 。組織学的にポリープの剥 IjJ[í~粘膜
なる ζ と列明。レ線検査によれ  S宇状結腸部に同
形の昌彦欠:friあり。同時にポ!J~プによる腸重税症
を発見した。手術により鶏卵大のポリープと腸重積
症を見。 20cm切除腸端を吻合砲行。 2週にして全
あるのでと Lに報告ナる。 
017.胃ポ 9_7のー手術例
河合外科大手1紬紅
患者知O幹o 62才男農夫
本症例は最初胃潰療の疑で入院したものであるが
レ線検査で大智に小指頭大の 2ケの陰膨欠損を発
見，手術の結果該部以外にも肉眼的に米粒大，黍粒
大各  1ケを見た。腫癌は友白色弾カ性柔軟で表面は
少しく頼粒状を呈し茎は幅広く移動性多少あり。潰  
蕩は見られないが腫癌を中心1て慢性胃炎の像が可成
り強い。組織学的には1'tj膜のポ!)-プ状指殖は認品
るが異型指殖は見られない。且慢性胆嚢炎を合併し
て居た。 
胃ボリープの主な症状はポリープ表面の潰蕩より
の出血及びポリ _7"そのものに依る幽門閉塞に基く
ものであるとされている。本症例では突発的な刺痛
並膨満感を主訴としているがポリープの占拠部位が
幽門に近接していると云えず，且茎も長〈なく何れ
も幽門閉塞を来ナに充分な条件とは』思われない。胃 
液量極めてタ〈酵離盤酸の欠乏，総酸度の低下並に
全身状態上 Pしで，むしろ胃癌に近い像を墨してい
た。 
18.虫垂切除後の議遺症について
河合外科吉田 作，穂坂隆義
当教室最近  2宇問に於で虫垂切除後後遺症の為来
院，再手術施行せるものは術後イレウス及び腸狭窄
4例，疲痕ヘルニア  3例， 難治性屡孔  2例， 糞屡  2
例，計  11例であった。
とれ等症例の中 10例が他の病院で虫垂炎手術を
うけている為詳細な所見は不明であるが多くのもの
は可成り高度の病変を示していたのではないかと思
われた。その為手術時間の倍長，操作の困難， ドレ
治 退院。-~，タンポシ等異物の挿入等の不利な条件の累積
症例1f. 18才女 上i車部感痛ョ悪心， s毘吐を主
訴とし，胸部のや  L右側部に鶏卵大の腫癌をふれ，
説さは変化に富む，手術によれ虫垂が盲腸部に重
復反転し， 1司部周囲の盲腸内壁に指頭ポリープの数
ケを発見。 15cm切除後，腸端々吻合を行う。術後
2週にして全治長院。考段:腸重積発生は結腸部に
於けば  8%前後で極く稀でる答。しかしこの  1例は
術商jにレ線及び組織学的検査で，ポリープの存在を
明らかにし，又  1例は盲腸部のポリポージスによる
虫垂及び盲腸部の重復反転による慢性腸重積症例で
により，後遺症発現をみたものが多いのではないか
と思う。
開腹術後の後遺症 18 例中 11 例く61~合〉が虫垂旬j
除後のもの‘である事は注意すべきで，とれら後遺症
防止の為に早期手術の時期を失わたぃ事が最も肝要  
であれ手術的侵襲を可及的少くしなければならな
いと思う。又後遺症発現の時期は術後  1ヶ月以内が
最も多<，共の他の大部分が  1年以内であるが， 10 
年後起った癒着性イレウへ  16年後発現したヘルニ
ア各  1例もあった。とれ等後遺症は外科手術の選
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's;-，原因となるべき諸条件の究明，各種抗生物質の
使用，化学療法の発達均等によれその数を減じてい
るか向。慎重な操作，注意深い処置によれ更にその
発現を防t'Jj;cが出来ると考えあ。 
19.小児に晃られた腸管膜様包裏の1例
河合外科雁部 敬，武井 稔
患者9才男子。既往歴-5才肺炎。他著患なし。 
現病歴一宇年来時々腹痛， 3日前よれ下腹部の搬
痛， p毘吐，便秘を続く。入院時所見一腹部膨満著
明。右宇側に筋性抵抗。右中腹部に鶏卵大の抵抗及 
び圧痛。白血球 128000 X線単純撮彰で上腹部にガ 
主主膨満及u:鏡面形成像。診断一機械的腸閉塞症。手
術所見一廻腸は紅門側 50cmに亘れ左上腹部より 
下垂せ主)s正白色，平滑な膜様物にで包裏され，右中
腹部に小児頭大の腫癒を作!7，内容の係締は屈曲及 
び絞拒性閉塞の状態を示ナ。!民様物t.:募j按，癒着を
解き，ー失的に閉鎖。術後経過良好で第 11日全治
退院。
本症の原因として盟問は，結核性腹膜炎経過後の
遺残産物とし，中国は被膜組織に紡肢像を証明。共
他本邦の報告は結核を証明又はHft接出来るものが大
多数な与も，本症例はヅ反応陰性，胸部X線無所見
手術時所見及び膜様物組織検査に結核性変化なく， 
而も他に有力な原因も発見されなかった 1例であ
る。
20.当教患に於ける胆石，胆嚢炎め統計鼠観察
並に誼踊藤績について
丸山卓治，藤代正己
余は当教室の昭和 19年 1月1日より昭和 26年 6
月初日に至る 8年6ヶ月間のJlEI.石j担寝炎の統計的
観察を試みたり。手術患者総数53例，無石 66.1%，
有石 33.9%，年令 19~66 才， 50 才代が最多。男:女
は 1: 0.89，疹痛発作は 92.8%。放散性は 77.7%に
あれ胃腸症状を訴えるもの 62.2%，約三j土数に腫;留
をふれ肝障碍を伴う。虫回虫との関係は字数にあり，
十三指腸液検査では B-Zackeは70.6%に見るが胆
色素は少い。
手術は急性期 18.8%，間駄~m 64.1%，腹壁一期完 
21.癌胃切断端の組織学艶検索
河合外科羽島 護，石井明和 
33例の切除癌胃についで組織学的検索を行い失
の成績を符た。
1.) 組織学的分類では腺癌最も多(21.例 (63.6
%)で単純癌 7 例く2 1.2%) 穆様癌 7 例 C9~1%) 硬
性癌2例 (6.1%)である。 
2) 癌細胞の畏潤の深さでは， 23例く69.7%)に
柴j民迄の浸潤を認め-3，即ち 7割弱に於で癌細胞は
隷!際面に露出している。
3) 切除断端の検査によって，噴内側断端主主留を
3例に，幽門側断端残留を 4例に認めたo jl日側断端
に癌細胞の建留を認めた例はなかった。
4) 幽内括約筋をこえて十二指腸壁浸潤を認めた
もの 7例 (21.2%)であった。
5) 全例の 87.8%に所属淋巴腺転移を認めた。
2.バリウム造能による胃穿乳例について
河合外科篠原治人，中村誠ー点目
レ線検査でパリ、ウム摂取が直接間接的誘引となり
窄孔を起ナ事がある。最近河合外科で経験した例を
挙げ考察しで見たいと思う。症例1. 47才男，胃癌
経過手術-2週後レ線検査穿孔一手術一死亡。症例 
2.72才男，胃癌経過レ線検査穿孔一手術一死亡。
考案1例はレ線検査が直接穿孔原因とな !J1例は締
合不全膿蕩形成あるに検査を行い症状1首謀したと考 
えられ石。症例2で文献によ P直接穿孔原因た各国
子を究明し得なかった。検査を行う時患者に対ナる
深い性意が必要で、あり一方術後2週程度では縫合部
の僅かな障害ならばレ綜検査をしなければ自然治癒
ずる例もあろう。結論。〉胃癌患者でレ線検査中直
に穿孔を発児した 2例を報告した。くわノfリウムが
腹陛内に流出し特にJA.1s"の穿孔'[:1:腹膜炎と呉った経
過をとった事は認め得なかった o (3)多量の輪液抗
生物質使用ずるも不幸死白転起をとった。
23.冒レントゲノグラムに錬る寵療患のX織
診断の再検討く第1鞍〉
河合外科席、木一守，安藤俊一
最近2ヶ月間の切除胃 18例について，種々な条件
全縫合は 22%，直作成績は胆嚢摘出術最も良<94.4 でレン卜ゲノグラムを行い，胃潰揚及び胃癌のX線
%， 1苛抗生物質使用念性期手術が良好な P。
遠隔成績40例中，治癒率82.5%，死亡 6例中胆謹
手術と関係なき 3例を除くと治癒 89.2%，死亡 8.1%
手術時期と遠隔成績の間には大した差を認めず。
学的所見の詳細について観察を行った。未だ不充分
で決定的なものを得られないが2，3の興味あ-3所見
を得た症例について，術前X線所見とレントゲ、ノグ
ラム及び切除胃粘膜像とを比較検討した結果，術前
